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令 和 ２ 年  川 口 新 春 交 礼 会
３ 月 末   第 一 庁 舎 完 成

式
典
で
、
奥
ノ
木
信
夫

市
長
は
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク

タ
ー
を
使
っ

て
、
み
ん

な
で
つ
く
る
川
口
の
元

気
と
題
し
、
第
一
庁
舎

３
月
末
完
成
、「

本
当
に

住
み
や
す
い
街
２
０
２

０
大
賞」

に
喜
び
、
市
立

高
校
、
赤
山
自
然
公
園
、

公
立
夜
間
中
学
、
台
風

19
号
被
害
状
況
、
中
核

市
川
口
市
に
相
応
し
い

文
化
の
高
揚
を
図
る
為

美
術
館
整
備
の
検
討
、
オ

リ
ン
ピ
ッ

ク
埼
玉
県
聖

火
リ
レ
ー
、
成
人
の
日

炬
火
台
点
火
、
川
口
出

身
の
大
野
元
裕
県
知
事

誕
生
の
感
激
、
そ
し
て

国
や
県
へ
の
要
望
実
現

へ
の
一
歩
と
し
て
、
Ｊ

Ｒ
中
距
離
電
車
の
川
口

駅
停
車
等
々
40
分
か
け

て
熱
弁
さ
れ
た
。

次
い
で
、
前
原
博
孝
市

議
会
議
長
、
川
口
商
工

会
議
所
伊
藤
光
男
会
頭
、

川
口
市
新
春
交
礼
会
が

１
月
６
日
、
リ
リ
ア
メ

イ
ン
ホ
ー
ル
で
開
催
さ

れ
た
。

政
財
界
や
市
民
団
体
が

一
堂
に
会
し
、
新
年
を

祝
い
交
流
を
深
め
あ
い
、

川
口
市
の
一
層
の
発
展

を
祈
願
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
行
わ
れ
て
い

る
。オ

ー
プ
ニ
ン
グ
は
、
新

年
祝
い
事
、
川
口
市
三

曲
連
盟
の「

琴」

、
赤
井

太
鼓
會
の
初
午
太
鼓
、
川

口
鳶
消
防
組
木
遣
保
存

会
の「

祝
い
木
遣」

、
川

口
市
立
上
青
木
中
学
校

の
吹
奏
楽
部
の
演
奏
が

会
場
を
飾
っ
た
。

拉
致
問
題
の
解
決
に
ご
協
力
を

左から新藤義孝衆議院、大野元裕県知事婦人志乃夫さん、奥ノ木市長、
伊藤光男商工会議所会頭、鈴木尹宏商工会会長。

川
口
市
主
催
、
共
催

の
拉
致
問
題
を
考
え
る

川
口
の
会（

代
表＝

前

原
博
孝
さ
ん）

は
、
12
月

11
日
～
15
日
、「
拉
致
被

害
者
・
特
定
失
踪
者
写

真
展」

を
、
中
央
図
書
館

で
開
催
し
た
。

川
口
市
に
は
、
政
府
認

定
拉
致
被
害
者
で
あ
る
、

田
口
八
重
子
さ
ん
ほ
か
、

拉
致
の
疑
い
が
あ
る
特

定
失
踪
者
の
、
新
木
章

さ
ん
、
井
上
克
美
さ
ん
、

佐
々
木
悦
子
さ
ん
、
藤

田
進
さ
ん
の
５
人
が
い

ま
す
が
、
そ
の
実
態
は

１
月
２
日
、
永
瀬
秀

樹
県
議
会
議
員
が「

令

和
を
語
る
集
い」

を
、
そ

ご
う
ダ
リ
ア
ル
ー
ム
で

開
催
さ
れ
た
。

永
瀬
県
議
の
後
援
会

代
表
者
を
中
心
に
市
議

会
議
員
の
代
表
な
ど
多

数
が
参
加
し
た
。

永
瀬
県
議
は
こ
れ
ま

で
の
活
動
報
告
と
、
掲

げ
て
い
る
政
策
に
つ
い

て「

一
生
懸
命
頑
張
り

ま
す」

と
挨
拶
し
た
。

新
藤
義
孝
衆

議
院
議
員
、
奥

ノ
木
信
夫
市
長
、

稲
川
和
成
市
議
、

奥
富
精
一
市
議
、

榊
原
秀
忠
市
議
、

柳
田
つ
と
む
市

議
や
重
鎮
が
列

席
し
た
。

写
真
左
か
ら

新
藤
さ
ん
、
奥

ノ
木
さ
ん
、
永

瀬
さ
ん
、
照
山

悦
子
さ
ん
。

い
ま
だ
に
解
明
さ
れ
て

い
な
い
。

拉
致
問
題
の
解
決
の
た

め
に
は
拉
致
問
題
に
対

す
る
関
心
を
喚
起
す
る

た
め
毎
年
写
真
展
を
行

っ
て
い
る
。

前
原
代
表
は「

毎
月
第

１
日
曜
日
、
川
口
駅
前

等
で
、
午
後
２
時
か
ら

関
係
者
家
族
が
街
頭
で

救
出
を
訴
え
て
署
名
活

動
を
し
て
い
ま
す
。
皆

様
の
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す」

と
。

永
瀬
県
議
令
和
を
語
る

新
藤
義
孝
衆
議
院
議
員

も
挨
拶
の
中
で「

Ｊ
Ｒ

と
15
年
間
交
渉
し
、
初

め
て『

出
来
る』

と
反

応
を
得
た
。
さ
ら
な
る

交
渉
は
必
要
だ
が」

と

述
べ
た
。

写真左から、本間勝さん、前原さん、
佐々木アイ子さん。
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武
南
交
通
安
全
協
会

令
和
元
年
交
通
安
全
年
間
ス
ロ
ー
ガ
ン

「

電
話
番
号
が
変
わ
っ

た」

川
口
市
防
犯
協
会

境川部屋必勝祈願１
月
３
日
þ
新
堀
の
正
源
寺（

住
職＝

荒
井
真
道

さ
ん）

は
ð
恒
例
の
餅
つ
き
大
会
を
行
っ
た
ñ

足
立
区
舎
人
に
あ
る
境
川
部
屋（

師
匠＝

境
川
豪

章
さ
ん）

の
大
関
豪
栄
道
関
þ
妙
義
龍
関
þ
佐
田
の

海
関
þ
豊
響
等
が
初
場
所
必
勝
祈
願
の
参
拝
に
訪

れ
û
餅
つ
き
も
行
っ
た
ÿ

檀
家
や
ð
力
士
が
威
勢
よ
く
搗
い
た
40
㎏
の
餅

は
ð
次
々
に
つ
き
あ
が
り
ð
辛
味
・
あ
ん
こ
・
い
そ

べ
・
き
な
粉
等
で
見
学
者
に
振
舞
わ
れ
た
ñ

オ
S
ケ
ス
ト
ラ
演
奏
会

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

大
人
の
乙
女
の

コ
ò
ラ
ス
隊「

Ｔ
Ｉ
Ｄ
Ａ」

12
月
15
日
þ
ス
タ
ジ
オ
カ
ル
ò
ソ

（

オ
ò
ナ
ò＝

廣
町
彰
久
さ
ん）

に

お
い
て
ð
Ｔ
Ｉ
Ｄ
Ａ（
代
表＝
金
刺

美
穂
さ
ん）

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ò

ト
が
開
催
さ
れ
た
ñ

開
会
挨
拶
で
ð
杉
本
か
よ
市
議 （

コ
ò
ラ
ス
隊
員）

が
奥
ノ
木
信
夫
市
長

の
メ
ッ
セ
ò
ジ
を
紹
介
し
た
ñ

第
１
部
は「

大
人
の
乙
女
の
コ
ò
ラ

ス
隊
Ｔ
Ｉ
Ｄ
Ａ」

が
翼
を
く
だ
さ
い
・

く
る
み
割
り
人
形
・
ハ
レ
ル
ヤ
！
等
合

唱
ÿ
２
部
は
ソ
リ
ス
ト
達
の
饗
宴
で
ð

ア
メ
ò
ジ
ン
グ
グ
レ
イ
ス
・
愛
の
夢
・

ク
リ
ス
マ
ス
メ
ド
レ
ò
・
ハ
イ
ヤ
山
は

我
が
ふ
る
さ
と
よ
等
ÿ
ア
ン
コ
ò
ル
は

会
場
全
員
で
ð「

き
よ
し
こ
の
夜
を」

大

合
唱
で
幕
は
下
り
た
ñ

心
が
癒
さ
れ
た
素
晴
ら
し
い
コ
ン
サ

ò
ト
だ
っ
た
ñ
　

出
演
◇
指
揮
者
＆
オ
ペ
ラ
歌
手＝

金

刺
美
穂
◇
テ
ノ
ò
ル＝

廣
町
彰
久
◇
ヴ

ァ
イ
オ
リ
ン＝

片
桐
明
果
◇
ピ
ア
ノ＝

山
元
香
那
子
◇
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン＝

河
原

久
美
子
◇
コ
ò
ラ
ス
隊「
Ｔ
Ｉ
Ｄ

Ａ」
＝

鵜
野
洲
み
ど
り
・
大
井
幸
子
・

大
澤
さ
つ
き
・
大
杉
千
賀
子
・
岡
村
恵

子
・
長
田
江
美
子
・
金
子
千
春
・
杉
本

か
よ
・
田
中
恵
・
韮
塚
涼
子
・
寺
崎
真

理
恵
・
和
田
美
也
子
◇
ナ
レ
ò
シ
ョ

ン＝

川
内
哉
子
ü（

敬
称
略）

12月14日、新郷コミュニティオーケストラは、第63回演奏会を、新郷
公民館視聴覚室で開催した。人見剛さん始め管楽器の演奏が華を添えた。

出演者、▽ヴァイオリン＝細淵和香奈・池澤しほり・小堀直樹・▽ビオ
ラ＝桑原知巳・野本香織▽チェロ＝渡辺嵩靖・山崎三雄▽コントラバス＝
平井晃▽フルート＝水野勢奈▽オーボエ＝北惇司▽クラリネット＝人見
剛・川窪大介▽ファゴット＝堀川誠至▽ホルン＝前森有生。（敬称略）

威勢よく杵を振る大関豪栄道関



武
南
警
察
署
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シ
ー
ト
ベ
ル
ト
　
ち
い
さ
な
Ｖ
Ｉ
Ｐ

指
定
席

と
い
う
電
話
は
詐
欺

武
南
警
察
署

突然の停電・災害が発生しても安心！

可搬型蓄電システム

パワーイレ・スリー
￥900,000 （税別）販売価格

ムム

販売価

ムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムム

LED 照明 液晶テレビ 冷蔵庫 携帯電話×2台+
60W 100W 200W

+ + ×2台

本社：埼玉県川口市芝中田 2-34-16

新郷新聞掲載用広告　株式会社セラフ榎本

川口市江戸袋の川口誠和病院（理事長＝服部光顕さん）、は 12
月22日クリスマス会を開催した。
服部晃典副院長の挨拶、安行太鼓サークルひびき、飛び入りの

小林武さん独唱、次いで職員のハンドベルが、ジングルベルやき
よしこの夜等演奏、さらにピアノとフルート演奏あり、鳩ケ谷ウ
クレレ倶楽部演奏で楽しいひと時を過ごした。

誠
和
病
院

ク
リ
ス
マ
ス
会

武
南
病
院

ク
リ
ス
マ
ス
会

武南病院（院長＝山中明彦さん）は12月20日、クリスマス会を開
催した。武南病院ゆかいな仲間達によるハンドベル・皆で合唱・そ
して保育室の子ども達のかわいいダンスが披露された。お礼のプレ
ゼントをもらい子ども達は大喜び。
勝田看護部長の終わりの言葉で終演した。

「ちいさな親切」運動川口支部（代表＝原島潔さん）は、そう
ますレストホールで忘年会を行い親睦を図った。写真前列左か
ら、幡野茂市議、原島さん、飯塚孝行市議と会員の皆さん。

幡
野
þ
飯
塚
市
議
を
　
　

迎
え
忘
年
会

12月27日、足立区千住にある足立学園（理事長＝初鹿野惠太郎さん）
のアメフト部（顧問＝冨岡雅さん）が新郷多目的遊水地で練習した。
写真前列左が初鹿野さん、後列左から栗田鞆夫さん、鈴木歩さん、

最後列右端は冨岡顧問。

足立学園アメフト遊水地で練習



令和元年１２月末交通事故状況
県　 内　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 武南警察署

人身事故  21,362 件（-2,761）     　 ７３７件（-８７）

死者数  　  129 名（-46）       　   　  ５名（±０）

負傷者  25,700 名（-3,394） ８６６名（-９５）

物損事故  143,462 件（-1,418）    　 ４,３７５件（-７２）

令和元年 12 月 31 日 交通事故日報（カッコは前年対比）

２０２０年（令和２年）１月１５日（水曜日）　（４）第２９５号 新　 郷　 新　 聞

昨
年
、
鳥
取
砂
丘
に
行
く

機
会
が
あ
り
ま
し
た
。

途
中
に「

白
兎
神
社」

が
あ

り
ま
し
た
。
古
事
記
に
神
話

「

因
幡
の
白
兎」

と
し
て
記
載

さ
れ
て
い
る
物
語
の
場
所
で

す
。大

国
主
命
は
、
皮
を
剝
が

れ
傷
つ
い
た
ウ
サ
ギ
に
対
し

て「

真
水
で
体
の
傷
を
丁
寧

に
洗
い
、
蒲
の
花
粉
を
取
っ

て
そ
の
上
で
寝
る
と
良
い」

と

教
え
ま
し
た
。
ウ
サ
ギ
が
教

え
ら
れ
た
通
り
に
す
る
と
、
体

は
す
っ

か
り
元
通
り
に
治
り

ま
し
た
。（

蒲
の
花
粉
は
傷
薬

と
し
て
効
用
が
あ
り
ま
す
。）

日
本
に
於
け
る
資
料
と
し

て
は
、
古
事
記
に
書
か
れ
た

神
話「

因
幡
の
白
兎」

が
日

本
医
療
の
発
祥
で
す
。

薬
の
歴
史
は
、
人
類
の
歴

史
と
共
に
歩
ん
で
き
ま
し
た
。　

縄
文
時
代
の
住
居
あ
と
か

ら
も
、
薬
と
し
て
使
っ

た
と

見
ら
れ
る
植
物
が
多
数
見
つ

か
っ
て
い
ま
す
。

健
康
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト

（268）

昔
の
人
は
、
木
・
草
・
花
・

虫
・
動
物
・
鉱
物
な
ど
自
然

に
あ
る
も
の
を
薬
と
し
て
使

っ
て
い
ま
し
た
。

中
華
料
理
の
香
辛
料
と
し

て
、
使
わ
れ
て
き
た「

八
角」

は
、
胃
腸
の
働
き
を
助
け
、

風
の
症
状
を
和
ら
げ
る
薬
と

し
て
使
わ
れ
て
来
ま
し
た
。

現
代
で
は「

八
角」

は
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル

ス
の
治
療
薬『

タ
ミ
フ
ル』

の
原
料
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

保
険
薬
剤
師
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
山
　
久
仁
夫
　
　
　
　

薬
の
起
源

今
月
の
新
郷
句
楽
部

何
程
の
花
の
盛
り
を
菊
膾

東
本
郷
　
豊
後
照
子

ご
無
沙
汰
と
文
書
き
は
じ
む
小
春
か
な

大
竹
　
井
上
靖
子

冬
夕
焼
近
く
の
ビ
ル
群
浮
き
立
た
せ

赤
井
　
大
井
幸
子

酉
の
市
記
憶
の
底
に
浮
か
び
け
り

本
蓮
　
太
田
垣
登
志
乃

酉
の
市
手
締
め
に
笑
う
福
の
神
　
　
峯
　

山
田
案
山
子
　

冬
夕
焼
明
日
は
ど
ん
な
日
来
る
か
し
ら

芝

神
作
恵
子

桜
ち
か
こ
さ
ん

も
み
じ
訪
問

11
月
28
日
、
埼
玉
県

社
会
福
祉
大
会
が
開
催

さ
れ
た
。

埼
玉
県
の
福
祉
の
向

上
に
功
績
の
合
っ

た
団

体
や
個
人
を
表
彰
し
、
そ

の
功
績
を
た
た
え
た
。

大
野
元
裕
県
知
事
は
、

「

社
会
を
取
り
巻
く
環
境

は
多
様
化
・
複
雑
化
し

て
い
ま
す
。
１
人
取
り

残
す
こ
と
の
な
い
暖
か

な
社
会
を
作
っ

て
ま
い

り
ま
す」

と
。

ま
た
、
社
会
福
祉
の

一
層
の
増
進
を
目
指
し

て
参
加
者
一
同
の
相
違

の
下
、「
令
和」

の
時
代

の
新
た
な
１
歩
を
踏
み

出
す
こ
と
を
決
意
す
る

と
大
会
宣
言
が
あ
っ

た
。

川
口
市
で
は
、
１
人
、

赤
井
の
千
葉
健
装
株
式

会
社（

会
長＝

千
葉
正

千
葉
さ
ん
に
　
　

感
謝
状

吾
さ
ん
・
社
長＝

千
葉

正
一
さ
ん）

が
表
彰
。
　
　
　
　
　
　

「

社
会
福
祉
の
増
進

の
為
多
大
の
貢
献
を
さ

れ
ま
し
た
　
よ
っ

て
埼

玉
県
社
会
福
祉
大
会
に

お
い
て
感
謝
の
意
を
表

し
ま
す」

と
、
大
野
元
裕

県
知
事
よ
り
第
１
号
の

感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
。

千
葉
会
長
は
、「

仕
事

に
励
ん
だ
汗
の
一
滴
分

を
社
会
に
貢
献
出
来
ま

し
た
。
日
々
感
謝
の
気

持
ち
を
持
っ

て
生
き
て

い
ま
す」

と
。

一
部
県
H
P
抜
粋
。

歯
科
医
の
風

あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今

年
も
歯
科
医
療
を
通
し

て
、
お
口
の
中
の
健
康

づ
く
り
を
し
、
全
身
の

健
康
に
つ
な
げ
る
努
力

を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

歯
が
沢
山
残
っ

て
い

る
人
は
、
確
実
に
健
康

長
寿
で
す
。
な
ぜ
か
と

い
う
と
歯
が
あ
れ
ば
、
な

ん
で
も
良
く
噛
み
、
ア

ゴ
も
よ
く
動
か
す
か
ら

で
す
。
お
口
の
中
に
は

唾
液
を
出
す
器
官
が
い

く
つ
も
あ
り
、
食
事
の

刺
激
で
１
日
あ
た
り
、
１

ℓ
か
ら
１
・
５

ℓ
も
の

多
量
の
唾
液
が
出
ま
す
。

管
を
刺
激
し
て
、
脳
へ

血
液
を
送
り
込
む
働
き

を
し
て
い
ま
す
。

認
知
症
は
、
脳
の
血

液
不
足
が
原
因
な
の
で
、

ア
ゴ
の
運
動
は
、
認
知

症
予
防
に
と
て
も
効
果

が
あ
り
ま
す
。

今
の
歯
科
医
療
の
進

歩
は
、
虫
歯
や
歯
周
病

治
療
で
歯
を
残
す
技
術

も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
歯

を
失
っ

た
場
合
も
、
義

歯
や
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
を

用
い
て
、
噛
む
能
力
を

復
元
で
き
る
よ
う
に
な

っ

て
き
て
い
て
、
噛
め

る
喜
び
や
楽
し
さ
を
味

わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

岩
下
歯
科
医
院（

榛
松）

院
長
　
岩
下
　
一
三

そ
の
中
に
は
、
食
物
の

消
化
吸
収
を
助
け
る
物

質
だ
け
で
な
く
、
免
疫

力
を
高
め
る
物
質
が
入

っ

て
い
て
、
ガ
ン
な
ど

の
病
気
か
ら
体
を
守
る

働
き
を
し
て
い
ま
す
。

唾
液
の
量
は
、
噛
む

回
数
が
大
事
な
の
で
、
１

口
入
れ
た
ら
30
回
を
目

安
に
、
硬
め
の
噛
み
ご

た
え
の
あ
る
食
材
を
噛

ん
で
み
て
下
さ
い
。

一
方
、
ア
ゴ
の
運
動

は
そ
の
周
囲
に
あ
る
血

TEL 048-287-6080

12
月
１
日
、
新
郷
南

小
学
校
は
久
保
田
真
一

校
長
と
中
嶋
康
平
先
生

指
導
の
元
、
親
子
で
も

の
を
作
る
楽
し
さ
を
体

験
し
て
ほ
し
い
と
、
第

３
回「

日
曜
科
学
も
の

づ
く
り
教
室」

を
開
催

し
た
。
ス
タ
ー
ト
前
に

久
保
田
校
長
が
電
気
ク

ラ

ゲ

を

宙

に

浮

か

せ

る
・
ホ
ー
ス
が
メ
ロ
デ

―

パ
イ
プ
に
な
る
等
を

披
露
し
た
。

そ
し
て
親
子
は
、
万

華
鏡
・
サ
イ
エ
ン
ス
ボ

ッ

ク
ス
・
ス
ー
パ
ー
ボ

ー
ル
を
つ
か
っ

た
グ
ラ

イ
ダ
ー
の
３
種
類
を
作

っ
て
楽
し
ん
だ
。

日
本
ク
ラ
ウ
ン
所
属

の
、
桜
ち
か
こ
さ
ん
、

（

旧
大
興
千
賀
子）

が
、

11
月
13
日
、
新
曲「

丹
後

半
島
・
豊
作
ま
つ
り
唄」

新
曲
発
表
を
す
る
に
当

た
り
、
新
郷
新
聞
ス
ポ

ン
サ
ー
の
川
口
市
新
井

宿
に
あ
る
、
歌
え
る
居

酒
屋「

も
み
じ」（

マ
マ

七
瀬
怜
子
さ
ん）

を
、

「

新
郷
の
文
化
を
考
え
る

会」

会
長
の
照
山
悦
子

さ
ん
と
訪
問
し
た
。

「

豊
作
ま
つ
り
唄」
は

和
田
青
児
さ
ん
と
デ
エ

ッ

ト
曲
。
和
田
さ
ん
は

草
加
せ
ん
べ
い
の
庭

節
分
コ
ン
サ
ー
ト

◇
日＝

２
月
１
日（

土）
◇
時＝
19：

00
開
演

◇
所＝
草
加
せ
ん
べ
い
の
庭

草
加
市
金
明
町

◇
チ
ケ
ッ
ト＝
２
０
０
０
円

高
校
生
以
下
10
円

お
土
産
付
き

◇
出
演＝

ソ
プ
ラ
ノ：
金
刺

美
穂
、
ピ
ア
ノ：

吉
田
恵

美
子

◇
曲
目＝

初
恋
、
サ
ル
ビ
ヤ
、

落
葉
松
、
う
ぬ
ぼ
れ
鏡
、

豆
ま
き
、
春
の
声
他

◇
問＝

金
刺
０
９
０（

９
３

６
８）

７
６
０
１

金
刺

あ
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
¢

お
　
礼

新
郷
南
小
で

も
の
づ
く
り
教
室

北
島
音
楽
事
務
所
所
属
。

写
真
左
か
ら
、
照
山

さ
ん
、
桜
さ
ん
、
も
み
じ

マ
マ
の
七
瀬
さ
ん
。

イ
ベ
ン
ト
情
報

今
年
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
¢

名
刺
広
告
へ
ご
協
力

を
下
さ
い
ま
し
た
¡
町

会
長
様
¡
各
企
業
様
¡

団
体
様
¡
個
人
様
¡
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
¢

取
材
費
用
¡
印
刷
代

等
に
充
て
さ
せ
て
頂
き

ま
す
¢

来
月
号
は
２
月
19
日（

水）

発
行
で
す
¢


